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ん
で
養
父
、
宗
清
（
道
浄
）
の
名
が
あ
り
、
宗
清
も
画
家

で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
画

説
中
に
は
養
祖
父
の
法
淳
が
、
能
阿
弥
の
「
鳴
鶴

め
い
か
く

図ず

」
を

時
宗
の
七
条
道
場
で
見
た
と
の
記
述
も
あ
り
、
当
時
等
伯

の
養
祖
父
も
す
で
に
京
都
を
訪
れ
、
さ
ら
に
絵
に
も
関
心

が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

北
陸
地
方
に
は
、
長
谷
川
派
筆
の
仏
画
や
等
伯
と
関
係

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
作
品
が
数
点
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
等
伯
の
上
洛
後
に
能
登
で
活
動
し
た
絵
師
も
あ
る
程

度
存
在
し
た
と
見
ら
れ
る
一
方
で
、
最
近
は
等
伯
が
影
響

を
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
作
品
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
登
時
代

の
等
伯
仏
画

と
、
北
陸
に

現
存
す
る
長

谷
川
派
の
同

画
題
仏
画
な

ど
を
、
比
較

し
な
が
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

能
登
国
七
尾
出
身
の
長
谷
川
等
伯
（
一
五
三
九
〜
一
六

一
〇
）
は
、
二
十
歳
代
に
は
す
で
に
信
春
の
名
で
多
く
の

仏
画
や
肖
像
画
を
描
き
、
三
十
歳
を
過
ぎ
て
居
を
京
都
に

移
し
て
高
僧
や
当
時
最
高
の
文
化
人
た
ち
と
親
交
を
結

び
、
五
十
歳
代
に
は
長
谷
川
一
派
の
長
と
な
り
、
画
壇
の

実
力
者
で
あ
っ
た
狩
野
派
に
対
抗
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

当
館
で
は
、
等
伯
出
身
地
の
美
術
館
と
し
て
平
成
八
年

度
か
ら
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て「
長
谷
川
等
伯
シ
リ
ー
ズ
」

展
を
開
催
、
十
三
年
度
か
ら
は
長
谷
川
派
の
紹
介
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
来
年
は
開
館
十
周
年
、
当
シ
リ
ー
ズ
展
も

十
回
目
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
九
回
目
と
な
る
今
年
は
、

能
登
時
代
の
等
伯
作
品
を
今
一
度
見
直
す
意
味
で
、
北
陸

に
現
存
す
る
信
春
時
代
作
品
か
ら
仏
画
を
中
心
に
展
覧
し

ま
す
。
ま
た
、
北
陸
に
現
存
し
、
等
伯
の
作
品
と
何
ら
か

の
繋
が
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
長
谷
川
派
の
作
品
な
ど

も
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。
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「
長
谷
川
等
伯
展

〜
能
登
時
代
の
仏
画
と
北
陸
の
長
谷
川
派
〜

」

９
月
18
日(

土)

〜
10
月
24
日(

日)
[

会
期
中
無
休]

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

【
能
登
時
代
の
仏
画
】

等
伯
の
生
家
奥
村
家
、
養
子
先
の
長
谷
川
家
の
菩
提
寺

は
共
に
法
華
宗
（
現
在
、
日
蓮
宗
）
で
あ
り
、
能
登
時
代

は
特
に
法
華
宗
関
連
の
仏
画
や
頂
相
を
多
く
描
い
て
い
ま

す
。高

岡
市
大
法
寺
に
は
、「
日
蓮
聖
人
像
」
と
三
幅
の
仏

画
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
四
幅
は
同
じ
く
大
法

寺
所
蔵
の
「
七
字
題
目
」
と
あ
わ
せ
て
日
蓮
宗
の
曼
荼
羅

本
尊
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
等
伯
自
身
も
熱
心
な

法
華
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
そ
の
他
に
も
禅
宗
系
や
密
教
系
の
仏
画
も
制
作

し
て
お
り
、
仕
事
と
し
て
は
宗
派
に
こ
だ
わ
ら
ず
こ
な
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

【
北
陸
の
長
谷
川
派
】

現
存
作
品
の
技
法
や
表
現
か
ら
、
等
伯
は
二
十
歳
代
に

は
す
で
に
京
都
を
行
き
来
し
、
三
十
歳
中
頃
に
移
住
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
京
都
に
移
住
し
た
後
も
、
何

回
か
の
行
き
来
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
そ
う
な
る

と
等
伯
が
長
谷
川
一
派
の
長
と
な
っ
た
五
十
歳
代
頃
に

は
、
等
伯
を
頼
っ
て
一
時
的
に
上
洛
し
て
一
派
で
学
ぶ
能

登
出
身
の
絵
師
も
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

晩
年
、
等
伯
が
語
っ
た
芸
術
論
を
、
本
法
寺
の
日
通
上

人
が
綴
っ
た
『
等
伯
画
説
』
の
画
系
譜
に
は
、
等
伯
と
並

「日蓮聖人像」一幅
長谷川信春（等伯）筆 大法寺蔵

「三十番神図」一幅
長谷川信春（等伯）筆 大法寺蔵

平
成
16
年
７
月
３
日
（
土
）
〜

10
月
24
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「達磨図」一幅
長谷川等言（等権）筆 妙慶寺蔵

「達磨図」一幅
長谷川左近（等重）筆 個人蔵

「達磨図」一幅
長谷川信春（等伯）筆 龍門寺蔵



12．

□
「
達
　
磨
　
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

七
尾
市
・
龍
門
寺

13．

「
達
　
磨
　
図
」
長
谷
川
左
近(

等
重)

一
幅

金
沢
市
・
個
人

14．

「
達
　
磨
　
図
」
長
谷
川
等
言(

等
権)

一
幅

金
沢
市
・
妙
慶
寺

15．

△
「
涅
　
槃
　
図
」
長
谷
川
派

一
幅

七
尾
市
・
長
壽
寺

16．

△
「
白
描
涅
槃
図
」
長
谷
川
等
誉

一
幅

七
尾
市
・
成
蓮
寺

17．

「
涅
　
槃
　
図
」
長
谷
川
等
誉

一
幅

鹿
島
郡
田
鶴
浜
町
・
東
嶺
寺

18．

「
涅
　
槃
　
図
」
長
谷
川
派

一
幅

高
岡
市
・
大
法
寺

19．

「
波
龍
図
屏
風
」
長
谷
川
左
近(

等
重)

六
曲
一
双
内
右
隻

和
歌
山
県
高
野
山
・
金
剛
三
昧
院

20．

「
波
龍
図
屏
風
」
伝
長
谷
川
等
伯

六
曲
一
隻

京
都
市
・
本
法
寺

★
本
展
会
期
中
の
十
月
二
日
（
土
）、
仲
春
洋

な
か
し
ゅ
ん
よ
う

氏
（
長
谷

川
派
画
系
後
裔
）
に
よ
る
特
別
講
演
会
と
、
引
き
続
き

同
氏
と
当
館
館
長
に
よ
り
ま
す
対
談
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
六
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
当
館
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
等
伯
作
品
を
収

録
し
た
番
組
六
本
を
、
自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

★
会
期
中
、
毎
年
恒
例
の
「
子
ど
も
な
ん
で
も
ク
イ
ズ
」

も
実
施
し
ま
す
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

当
館
所
蔵
作
品
及
び
寄
託
作
品
か
ら
、
草
花
が
描
か

れ
た
絵
画
・
工
芸
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

色
鮮
や
か
な
花
を
描
い
た
絵
画
、
一
色
で
絵
付
け
さ

れ
た
趣
の
あ
る
焼
き
物
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
技
法

で
表
現
さ
れ
た
草
花
た
ち
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

《
出
品
予
定
作
品
》

工
　
芸
１．
「
織
部
柳
文
筒
向
附
」
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

２．
「
織
部
菊
図
折
込
鉢
」
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

３．
「
織
部
す
す
き
文
徳
利
」
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

４．
「
志
野
梅
花
千
鳥
向
附
」
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

５．
「
鼠
志
野
草
花
文
向
附
」
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

６．
「
志
野
草
花
文
大
徳
利
」
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

７．
「
沈
金
象
嵌
合
歓
図
色
紙
箱
」
山
岸
　
一
男

絵
　
画
８．
「
夕
　
　
　
　
　
暉
」
上
田
　
珪
草

９．
「
飛
　
　
　
　
　
鳩
」
上
田
　
珪
草

10．
「
ペ
ル
シ
ャ
壷
の
椿
」
高
光
　
一
也

11．
「
マ
ジ
ョ
リ
カ
壷
の
薔
薇
」
高
光
　
一
也

12．
「
安
曇
野
の
春
」
佐
藤
あ
つ
子

13．
「
草
叢
で
の
会
話
」
堀
場
　
良
夫

14．
「
静
　
夜
　
芳
　
香
」
水
道
　
秋
聖

15．
「
ト
ル
コ
桔
梗
」
寺
井
　
重
三

16．
「
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」
前
田
さ
な
み

17．
「
春
　
　
の
　
　
塔
」
成
之
坊
良
輔

18．
「
セ
レ
ナ
ー
デ
（
Ⅱ
）」
中
村
　
静
勇
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「
秋
季
・
所
蔵
品
展
〜
草
花
の
表
現
〜

」

◇
共
通
観
覧
料

大
高
生

一

般

７
０
０
円

６
０
０
円

３
５
０
円

３
０
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

※
同
時
開
催
の
「
秋
季
・
所
蔵
品
展
」
と
共
通
で
す
。

《
出
品
予
定
作
品
》
（
◎
＝
重
文
、
□
＝
県
文
、
△
＝
市
町
村
文
）

１．

□
「
十
二
天
図
」
長
谷
川
信
春(
等
伯)

三
面
内
一
面

羽
咋
市
・
正
覚
院

２．

□
「
七
字
題
目
」

一
幅

高
岡
市
・
大
法
寺

３．

◎
「
日
蓮
聖
人
像
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

高
岡
市
・
大
法
寺

４．

◎
「
鬼
子
母
神
・
十
羅
刹
女
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

高
岡
市
・
大
法
寺

５．

◎
「
釈
迦
・
多
宝
仏
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

高
岡
市
・
大
法
寺

６．

◎
「
三
十
番
神
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

高
岡
市
・
大
法
寺

７．

□
「
十
六
羅
漢
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

八
幅

七
尾
市
・
霊
泉
寺

８．

「
十
六
羅
漢
図
」
長
谷
川
派

二
面

鹿
島
郡
田
鶴
浜
町
・
悦
叟
寺

９．

□
「
十
六
羅
漢
図
」
長
谷
川
左
近
（
等
重
）

十
二
幅
内
四
幅

金
沢
市
・
大
乗
寺

10．

△
「
善
女
龍
王
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

石
川
県
七
尾
美
術
館

11．

□
「
愛
宕
権
現
図
」
長
谷
川
信
春(

等
伯)

一
幅

石
川
県
七
尾
美
術
館

「涅槃図」一幅
長谷川等誉筆 東嶺寺蔵

「織部菊図折込鉢」

「ティータイム」
前田さなみ
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当
館
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る

展
覧
会
で
す
。

本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
蒐
集
し
ゅ
う
し
ゅ
うし
た
池
田
文
夫
氏
は
明
治
四

十
年
（
一
九
〇
七
）
に
七
尾
市
に
生
ま
れ
、
戦
後
間
も
な

い
昭
和
二
十
三
年
に
岐
阜
県
大
垣
市
で
和
興
紡
績
株
式
会

社
を
設
立
し
ま
す
。
そ
し
て
中
部
石
川
県
人
会
会
長
や
日

本
経
営
者
団
体
連
盟
常
任
理
事
な
ど
、
中
部
地
方
を
代
表

す
る
経
済
人
と
し
て
活
躍
し
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八

七
）
に
八
十
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

氏
に
は
そ
の
多
岐
に
わ
た
る
功
績
に
対
し
て
藍
綬
褒
章

が
贈
ら
れ
た
他
、
岐
阜
県
大
垣
市
か
ら
は
産
業
功
労
賞
、

ま
た
昭
和
五
十
九
年
に
は
当
七
尾
市
の
名
誉
市
民
に
推
挙

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
氏
は
美
術
品
に
対
し
て
大
変
興
味
を
持
ち
、
そ

の
蒐
集
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
は
若
か
り
し
時
、

貰
っ
た
ば
か
り
の
ボ
ー
ナ
ス
を
そ
っ
く
り
作
品
の
購
入
に

あ
て
、
夫
人
に
空
の
袋
を
渡
し
て
驚
か
せ
た
と
い
う
事
が

度
々
あ
っ
た
と
い
う
話
か
ら
も
窺
わ
れ
ま
す
。
氏
の
美
術

品
に
対
す
る
姿
勢
は
、
作
品
を
あ
れ
こ
れ
難
し
く
考
え
る

の
で
は
な
く
、
と
に
か
く
気
に
入
っ
た
作
品
を
純
粋
に

「
い
じ
る
」
事
を
至
福
と
し
た
と
い
い
ま
す
。

氏
没
後
の
昭
和
六
十
三
年
及
び
当
館
が
開
館
し
た
平
成

七
年
に
、
ご
遺
族
よ
り
計
一
四
七
点
の
作
品
の
ご
寄
付
を

第
63
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
抜
展
」

７
月
３
日
（
土
）
〜
８
月
15
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
滞
在
し
た
岐
阜
県
美
濃
地
方

に
ゆ
か
り
が
深
い
「
黄
瀬
戸
」「
志
野
」「
織
部
」
な
ど
の

陶
器
類
を
中
心
と
し
た
茶
道
美
術
品
と
、
日
本
の
近
現
代

絵
画
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
氏
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
人
と
な
り
や
、
美
術
品
に
対
す
る
優
れ
た
鑑
識
眼

を
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

現
在
こ
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
本
展
で
は
そ
の
内
計
五
十
一

点
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
　
　
　
◇
　
　
　
◇

【
工
芸
】

「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
中
心
で
あ
る
陶
器
類
か
ら

は
「
織
部
」
な
ど
の
「
美
濃
焼
」
を
は
じ
め
、
京
都
で
焼

か
れ
た
「
楽
焼
」
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
漆
芸
・

金
工
で
は
松
田
権
六
（
一
八
九
六
〜
一
九
八
六
）
や
初
代

魚
住
為
楽
（
一
八
八
六
〜
一
九
六
四
）
と
い
っ
た
、
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
作
品
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

【
絵
画
・
彫
刻
】

絵
画
で
は
岐
阜
県
ゆ
か
り
の
作
家
で
あ
る
熊
谷
守
一

（
一
八
八
〇
〜
一
九
七
七
）、
前
田
青
邨
（
一
八
八
五
〜
一

九
七
七
）な
ど
を
始
め
と
し
た
近
現
代
日
本
画
家
の
作
品
、

彫
刻
で
は
日
本
の
近
代
木
彫
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
高

村
光
雲
（
一
八
五
二
〜
一
九
三
四
）
な
ど
の
作
品
を
紹
介

し
ま
す
。

【
特
別
展
示
】

本
展
期
間
中
、
七
尾
出
身
で
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
画

家
で
あ
る
長
谷
川
信
春
（
等
伯
）
が
描
い
た
作
品
「
陳ち
ん

希き

夷い

睡す
い

図ず

」
を
特
別
展
示
し
ま
す
。

「
陳
希
夷
睡
図
」
は
中
国
五
代
宋
時
代
の
道
士
で
あ
る

陳
摶
ち
ん
た
ん

（
号
希
夷
き

い

）
を
描
い
た
水
墨
画
で
、
作
風
や
印
章
な

ど
か
ら
等
伯
四
十
歳
代
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
印
章
は
「
鼎か
な
え形
」
で
あ
り
、

現
存
す
る
等
伯
作
品
の
内
、
こ
の
印
章
を
用
い
て
い
る
作

品
は
他
に
二
点
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
、
絵
画
的
の
み

な
ら
ず
史
料
的
に
も
大
変
に
貴
重
な
作
品
で
す
。

「松図」熊谷守一

「織部人物置物」（部分）

「陳希夷睡図」長谷川信春（等伯）

「木彫聖観音菩薩像」
高村光雲

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。



七
尾
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
モ
ン
ト
レ
ー
市
（
米
・
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
）
は
「
世
界
三
大
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
の
開
催
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
四
日
（
土
）
七
尾
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
る
「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
Ｍ

Ｊ
Ｆ
）
in
能
登2004

」
に
あ
わ
せ
、
平
成
八
年
に
モ
ン
ト

レ
ー
市
よ
り
七
尾
市
・
和
倉
温
泉
観
光
協
会
・
和
倉
温
泉

旅
館
協
同
組
合
に
友
好
の
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
Ｍ
Ｊ
Ｆ

ポ
ス
タ
ー
を
一
堂
に
展
示
・
紹
介
し
ま
す
。

EARL
N
EW
M
AN

が
リ
ト
グ
ラ
フ
で
制
作
し
、
初
刷

り
が
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

博
物
館
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
版

画
ポ
ス
タ
ー
な
ど
、
ジ
ャ
ズ
の
世
界
を
色

鮮
や
か
に
、
そ
し
て
躍
動
的
に
描
い
た
作

品
約
五
十
点
を
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。

※
観
覧
料
は
「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
選
抜
展
」
と
共
通
料
金
で
す
。

当
館
所
蔵
品
及
び
寄
託
品
よ
り
現
代
作
品
を
中
心
に
、

二
つ
の
テ
ー
マ
で
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
な
ど
約

四
十
点
を
紹
介
す
る
所
蔵
品
展
で
す
。

【
画
家
た
ち
の
視
点
】

キ
ャ
ン
バ
ス
や
紙
に
描
か
れ
る
風
景
や
人
物
、
静
物
は

画
家
を
通
し
て

純
化
さ
れ
、
作

品
と
し
て
再
構

成
さ
れ
ま
す
。

鑑
賞
者
は
絵
の

前
に
立
ち
、
そ

の
画
面
を
見
つ

め
る
こ
と
で
、

彼
ら
が
描
い
た

対
象
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
た
か
を
体
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
画
家
が
そ
の
対
象
を
見
つ
め
た
視
点
で
、
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

【
造
形
の
魅
力
】

芸
術
の
面
白
さ
は
、
そ
の
創
造
力
に
あ
り
ま
す
。
日
常

生
活
の
中
で
は
見
過
ご
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
一
瞬
の
動

き
を
と
ら
え
、
切
り
取
り
、
彫
刻
と
し
て
形
に
残
す
こ
と

や
、
抽
象
的
で
自
然
界
に
存
在
し
な
い
形
を
生
み
出
す
こ

と
も
可
能
で
す
。

彫
刻
や
工
芸
な
ど
に
表
現
さ
れ
る
造
形
の
魅
力
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
テ
ー
マ
で
は
平
成
十
五
年
十
一
月
に
亡
く
な

ら
れ
た
石
川
県
鳳
至
郡
穴
水
町
出
身
の
彫
刻
家
、
川
岸
要

吉
氏
（
一
九
三

一
〜
二
〇
〇
三
）

の
ご
遺
族
か
ら
、

今
年
五
月
に
ご

寄
付
い
た
だ
い

た
彫
刻
作
品
三

点
を
当
館
初
展

示
し
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
覧
会
案
内

5

「
モ
ン
ト
レ
ー
・
ジ
ャ
ズ
･

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
･
ポ
ス
タ
ー
展
」

７
月
23
日
（
金
）
〜
８
月
８
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
三三三三
展展展展
示示示示
室室室室

「
夏
季
・
所
蔵
品
展

〜
画
家
た
ち
の
視
点
〜
・
〜
造
形
の
魅
力
〜

」

８
月
20
日
（
金
）
〜
９
月
12
日
（
日
）

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室

◇
観

覧

料

大
高
生

一

般

３
５
０
円

２
８
０
円

２
８
０
円

２
２
０
円

個

人

団

体

※
中
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
二
十
名
以
上
で
す
。

「午後」中町 進「潮文」番浦省吾

７
月
８
日
（
木
）
〜
11
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
２
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

石
川
県
内
外
か
ら
の
公
募
に
よ
る
日
本
画
を
中
心
と
し

た
絵
画
作
品
約
六
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
人
物
や
風
景
、

花
鳥
、
各
作
家
が
思
い
を
込
め
て
表
現
し
た
個
性
あ
ふ
れ

る
日
本
画
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

日
創
会
（
代
表
　
丹
羽
俊
夫
）

連
絡
先
　

三
宅
厚
史

蕁
〇
七
六
七
（
七
七
）
一
三
六
八

７
月
17
日
（
土
）
〜
19
日(

月
・
祝)

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

七
十
九
名
の
全
会
員
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
特
に
今
年

は
第
十
回
記
念
展
で
あ
り
、
作
品
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

協
会
展
の
あ
と
、
七
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
二
十
五
日

ま
で
、鳥
屋
町
ふ
る
さ
と
創
修
館
で
移
動
展
を
行
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

七
尾
美
術
作
家
協
会

連
絡
先
　

七
尾
美
術
作
家
協
会
事
務
局
長
　
木
本
香
泉

蕁
〇
七
六
七
（
五
二
）
四
〇
一
一

８
月
12
日
（
木
）
〜
15
日
（
日
）

但
し
、
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

七
尾
市
と
志
賀
町
で
活
動
す
る
洋
画
グ
ル
ー
プ
四
団
体
、

彩
の
会
、
グ
ル
ー
プ
虹
、
英
の
会
、
画
好
会
の
会
員
約
四
十

第
９
回
七
尾
日
創
展

第
63
回
七
尾
港
ま
つ
り
協
賛

第
10
回
記
念
七
尾
美
術
作
家
協
会
展

第
14
回
彩
虹
画
展



主
　
催

面
匠
会
・
能
登
面
打
同
好
会

連
絡
先
　

森
多
雪
山

蕁
〇
七
六
七
（
二
二
）
一
二
〇
七

９
月
10
日
（
金
）
〜
12
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
後
１
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

自
由
な
発
想
で
描
い
た
、
水
墨
・
墨
彩
画
で
す
。
掛

軸
・
額
装
を
問
わ
ず
出
品
し
た
作
品
で
す
。
能
登
方
面
の

方
々
に
広
く
見
て
い
た
だ
き
た
く
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
催
・
連
絡
先
　

水
墨
画
比
古
呂
会

蕁
〇
七
六
（
二
六
八
）
七
〇
一
六

７
月
４
日
（
日
）

開
演

午
後
１
時
30
分

上
手
に
弾
け
る
か
な
？
ド
レ
ス
着
る
の
ウ
レ
シ
イ
な
♪

ド
キ
ド
キ
だ
け
ど
、
楽
し
く
演
奏
で
き
る
と
い
い
な
！

子
供
た
ち
一
人
一
人
、
個
性
も
演
奏
も
そ
れ
ぞ
れ
。
夢
い

っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
、
ピ
ア
ノ
発
表
会
で
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

川
部
真
紀
門
下
生

連
絡
先
　

川
部
真
紀

蕁
〇
七
六
七
（
五
七
）
一
六
四
一

７
月
25
日
（
日
）

開
演

午
後
２
時

日
頃
の
部
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
十
八
名
と
い

う
少
な
い
人
数
で
す
が
、
今
年
も
ジ
ャ
ズ
か
ら
演
歌
と
幅

広
く
演
奏
し
ま
す
。
恒
例
の
ベ
ル
の
演
奏
に
も
チ
ャ
レ
ン

名
が
、
大
作
か
ら
小
品
ま
で
約
六
十
点
の
近
作
を
展
示
発
表

す
る
も
の
。
人
物
、
静
物
、
風
景
な
ど
写
実
画
が
中
心
。

入
場
料

無
料

主
　
催

彩
虹
画
会

連
絡
先
　

七
尾
市
料
金
業
務
課
　
　
加
地
　
求

蕁
〇
七
六
七
（
五
三
）
八
四
三
一

８
月
25
日
（
水
）
〜
９
月
５
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
午
前
10
時
か
ら

星
野
富
弘
さ
ん
は
器
械
体
操
の
模
範
演
技
中
、
空
中
回

転
に
失
敗
し
、
首
か
ら
下
の
自
由
を
失
い
ま
し
た
。
周
囲

の
暖
か
い
励
ま
し
に
よ
り
詩
画
に
取
り
組
み
始
め
三
十
余

年
。
全
国
百
数
十
ヶ
所
で
開
催
。
本
展
は
水
彩
画
な
ど
百

点
を
展
示
。

主
　
催

北
陸
中
日
新
聞
・
北
陸
中
日
新
聞
社
会
事
業

団
・
石
川
テ
レ
ビ
放
送

連
絡
先
　

北
陸
中
日
新
聞
　
事
業
部

蕁
〇
七
六
（
二
三
三
）
四
六
四
二

９
月
７
日
（
火
）
〜
９
日
（
木
）

但
し
、
初
日
は
午
前
11
時
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

能
面
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
十
二
人
が
各
々
制
作
し

た
女
面
、
男
面
、
鬼
神
面
等
の
能
面
約
五
十
面
を
展
示
し

ま
す
。
能
面
の
解
説
や
、
能
面
を
着
け
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
予
定
し
て
お
り
、
能
面
を
身
近
に
鑑
賞
し
て
下
さ
い
。

入
場
料

無
料

6

ジ
し
ま
す
。
今
回
は
ど
ん
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
る
か
、
お

楽
し
み
に
！
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
催
・
連
絡
先
　

七
尾
市
立
北
嶺
中
学
校

蕁
〇
七
六
七
（
五
八
）
一
二
一
三

８
月
１
日
（
日
）

開
演

午
後
１
時
30
分

年
長
さ
ん
か
ら
高
校
生
の
皆
さ
ん
が
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
ピ
ア
ノ
独
奏
や
連
弾
で
発
表
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

佐
藤
有
希
子
門
下
生

連
絡
先
　

佐
藤
有
希
子

蕁
〇
七
六
七
（
五
四
）
〇
九
五
五

８
月
６
日
（
金
）

開
演

午
後
７
時

夏
の
夜
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏

で
お
楽
し
み
下
さ
い
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン：

江
原
千
絵
、
チ

ェ
ロ：

福
野
桂
子
、
ピ
ア
ノ：

木
下
由
香
で
す
。

入
場
料

無
料
（
要
整
理
券
）

主
　
催

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
能
登
中
部
保
健
所
）

連
絡
先
　

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
佐
藤
・
青
木

蕁
〇
七
六
七
（
五
三
）
二
四
八
二

８
月
８
日
（
日
）

開
演

午
前
10
時
30
分

一
年
に
一
度
開
催
し
て
い
る
発
表
会
で
す
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
、
ジ
ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
に

演
奏
し
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
　
催

片
岡
美
由
紀
ピ
ア
ノ
教
室
・
平
野
千
恵
ピ
ア
ノ
教
室

連
絡
先
　

平
野
千
恵

蕁
〇
七
六
七
（
六
二
）
二
〇
六
三

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
催
し
物
案
内

星
野
富
弘
・
花
の
詩
画
展

水
墨
画
比
古
呂
会
会
員
展

Little
Pianist

Concert

‐Vol.9

‐

入
場
料

中

高

生

一
般
・
大
学
生

５
０
０
円

４
０
０
円

３
０
０
円

２
０
０
円

個

人

前
売
・
団
体

※
小
学
生
以
下
無
料
、
団
体
は
20
人
以
上
で
す
。

七
尾
能
面
展
２
０
０
４

第
23
回
北
嶺
中
学
校
フ
ル
バ
ン
ド
部
定
期
演
奏
会

第
６
回
佐
藤
有
希
子
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会

ト
リ
オ
・
バ
ー
バ
ラ
に
よ
る
夏
の
夜
の
コ
ン
サ
ー
ト

片
岡
美
由
紀
・
平
野
千
恵
門
下
生
ピ
ア
ノ
発
表
会
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◇
映
画
上
映
会
【
入
場
無
料
】

毎
月
第
２
･
４
土
曜
日
　
午
後
２
時
〜

・
７
月
10
日
・
24
日
、
８
月
14
日
・
28
日

「
松
田
権
六
の
わ
ざ
」（
31
分
）

・
９
月
11
日
・
25
日
「
寺
井
直
次
の
わ
ざ
」（
30
分
）

◇
「
長
谷
川
等
伯
展
」
特
別
講
演
会

・
10
月
２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

演
　
題

「
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
」

講
　
師

仲
　
春
洋
　
氏（
日
本
画
家
・
長
谷
川
派
後
裔
）

★
午
後
２
時
40
分
か
ら
対
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ

「
等
伯
研
究
と
土
居
先
生
と
の
思
い
出
」

出
席
者

仲
　
春
洋
　
氏
（
日
本
画
家
・
長
谷
川
派
後
裔
）

嶋
崎
　
丞
　
　
（
石
川
県
七
尾
美
術
館
館
長
）

※
聴
講
無
料
（
展
覧
会
は
観
覧
券
が
必
要
で
す
）

当
館
主
催
の
催
し
ア
ー
ト
ホ
ー
ル

第
25
回

等
伯
ま
つ
り

９
月
17
日
（
金
）

開
演

午
後
１
時

等
伯
顕
彰
セ
レ
モ
ニ
ー

・
箏
、
三
絃
、
尺
八
合
奏
　
玉
木
社
中
　
箏
祥
会

・
献
茶
、
献
歌
、
献
句
　
　
奥
村
社
中
・
七
尾
文
芸
の
つ
ど
い

・
コ
ー
ラ
ス
　
　
　
　
　
　
ド
ル
チ
ェ
マ
マ

入
場
料

無
料
　
　
主
　
催

等
伯
会

連
絡
先
　

石
川
県
七
尾
美
術
館

蕁
〇
七
六
七
（
五
三
）
一
五
〇
〇

れ
た
特
別
展
「
ゆ
め
・
た
け
ひ
さ
子
ど
も
絵
展
」
鑑
賞
を
メ

イ
ン
に
、
金
沢
蓄
音
器
館
、
泉
鏡
花
記
念
館
な
ど
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

六
月
十
三
日
（
日
）、『
梅
雨
の
中
休
み
』
の
青
い
空
も
さ

わ
や
か
な
朝
、
参
加
者
三
十
三
名
を
乗
せ
た
大
型
バ
ス
は
定

刻
ど
お
り
に
七
尾
美
術
館
を
出
発
。
車
中
、
過
去
に
当
館
で

「
竹
久
夢
二
展
」
を
開
催
し
た
時
の
担
当
だ
っ
た
北
原
学
芸

員
か
ら
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
夢
二
に
関
す
る
お
話
し
が
あ

り
、
展
覧
会
へ
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
♪

予
定
時
間
よ
り
や
や
遅
れ
て
「
金
沢
湯
涌
夢
二
館
」
に
到

着
。
同
館
の
小
林
館
長
の
ご
挨
拶
に
つ
づ
き
、
高
橋
学
芸
員

に
解
説
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
展
覧
会
を
見
学
。「
夢
二
は

生
前
、
近
し
い
人
に
『
美
人
画
よ
り
子
ど
も
の
絵
を
描
き
た

い
』
と
語
っ
て
い
た
」
と
い
う
お
話
し
ど
お
り
、
夢
二
の
子

ど
も
に
対
す
る
愛
情
が
伝
わ
る
、
軈
た
ま
ら
な
く
魅
力
的
軋

な
作
品
の
数
々
に
参
加
者
一
同
感
激
し
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
、「
金
沢
蓄
音
器
館
」
へ
、
野
脇
副
館

長
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
も
楽
し
く
、
見
学
＆
蓄
音
器
の
視
聴
を

し
ま
し
た
。
な
ん
と
言
っ
て
も
蓄
音
器
で
聴
く
『
宵
待
草
』

は
最
高
で
し
た
ね
。

続
い
て
「
泉
鏡
花
記
念
館
」
で
は
、
山
本
学
芸
員
と
解
説

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
吉
田

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く

興
味
深
い
解
説
を
し
て

い
た
だ
き
、「
石
川
菓
子

文
化
会
館
」
で
は
、
村

中
さ
ん
に
石
川
の
お
菓

子
に
関
す
る
お
話
し
の

後
、
お
茶
と
お
菓
子
の

サ
ー
ビ
ス
も
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
皆
様
の
ご
協

力
の
も
と
、「
観
て
・
聴
い

て
・
食
べ
て
（
？
）」
楽
し

い
旅
と
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
『
友
の
会
鑑
賞
の
旅
』
は
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
「
〜

大
正
ロ
マ
ン
を
巡
る
旅
〜
」
と
題
し
て
、
生
誕
百
二
十
年
・

没
後
七
十
年
を
記
念
し
て
「
金
沢
湯
涌
夢
二
館
」
で
開
催
さ

参加者の皆様（金沢湯涌夢二館にて）



石川県七尾美術館だより 第38号（夏号）
〒926-0855 石川県七尾市小丸山台1丁目1番地
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（７月～９月）
◆７月 1,2,5,12,20,26
◆８月 2,9,16～19,23,30
◆９月 6,13～17

◆第１・２・３展示室

「2004イタリア・ボローニヤ
国際絵本原画展」

毎年イタリアの古都・ボローニヤ市で開催される、世界規模の絵本原画
公募展入選作品約500点が今年もやってきます。独自の世界を展開する、
出久根育さんの特別展示30点もお楽しみください。また、会期中の土日
には毎年恒例の子どもワークショップも開催します。お楽しみに！

平成16年11月５日（金）～12月５日（日）
会期中無休

「It's My Favourite!」
YUKAKO HASHI

◎次号・第39号（秋号）は10月１日発行予定です。

交通案内
飛行機……能登空港より能登有料

道路利用約45分

車…………金沢より能登有料道路
利用約1時間20分

タクシー…JR七尾駅より約５分

徒 歩…JR七尾駅より約20分

市内循環バス…JR七尾駅より西回りに
（まりん号） 乗車約6分

◆第１・２展示室

「冬季・所蔵品展」
～織部の意匠～　～現代絵画・風景を楽しむ～

当館所蔵品及び寄託品より次の２テーマで開催します。
第１のテーマは「織部の意匠」で、「池田コレクション」
より桃山～江戸時代に制作された織部焼を紹介します。
また、第２のテーマは「現代絵画・風景を楽しむ」で、

様々な風景が描かれた日本画・洋画などを紹介します。

平成16年12月10日（金）～平成17年２月20日（日）

「織部寄向附」


